
民
主
党
「
新
政
権
は
税
に
係
わ

る
全
て
の
体
制
を
作
り
直
す
」
と

掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

「
所
得
把
握
の
方
法
徴
収
の
あ
り

方
」
等
含
め
、
給
与
所
得
の
控
除

水
準
が
高
い
現
状
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
与
所
得
控
除
を
見
直
し

自
己
研
鑽
費
用
や
新
聞
な
ど
の
購

読
費
、
業
務
上
不
可
欠
な
衣
服
費

な
ど
特
定
支
出
の
対
象
を
大
幅
に

広
げ
、
利
用
し
や
す
い
制
度
に
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
年
末
調
整
が
あ

り
ま
せ
ん
。
電
子
申
告
は
ア
メ
リ

カ
が
先
行
し
て
い
ま
す
。
自
ら
が

所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
い
、
一

年
分
の
精
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
然
、
申
告
書
の
様
式
の
一
部

改
訂
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

現
場
の
対

応

も

あ

り

「
来
年
度
以
降
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
見
る
向
き
が
多
い
よ
う

で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
企
業
に
税
務

署
の
代
行
を
強
い
る
面
を
持
っ
た

年
調
制
度
の
弊
害
（
納
税
意
識
改

革
と
格
差
是
正
）
を
改
革
す
る
も

の
で
す
。

前
政
権
で
相
続
税
の
抜
本
改
革

を
昨
年
の
税
制
改
正
答
申
に
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
景
気
後
退
で
、
慎
重

論
が
優
先
し
見
送
ら
れ
ま

し
た
。

議
論
さ
れ
て
い
る
相
続

税
の
課
税
方
式
は
３
つ
あ

り
ま
す
。
「
法
定
相
続
分

課
税
方
式
」
と
「
遺
産
取

得
課
税
方
式
」
と
「
遺
産

課
税
方
式
」
で
す
。

「
法
定
相
続
分
課
税
方
式
」
は

現
行
の
制
度
で
す
。

「
遺
産
取
得
課
税
方
式
」
は
各

相
続
人
が
実
際
に
取
得
し
た
財
産

に
対
し
て

個
別
に
課

税
す
る
制

度
で
す
。

こ
れ
は
前
政
権
の
相
続
税
の
改
正

モ
デ
ル
で
し
た
。

「
遺
産
課
税
方
式
」
は
被
相
続

人
の
遺
産
の
総
額
に
対
し
て
課
税

す
る
方
式
で
す
。
遺

産
の
分
割
に
よ
っ
て

相
続
税
の
総
額
が
変

わ
ら
な
い
た
め
執
行

が
し
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
も
、
税
負

担
が
増
え
る
要
素
も

あ
る
。

当
然
、
相
続
税
の
補
完
税
で
あ

る
贈
与
税
の
あ
り
方
も
見
直
す
と

し
て
い
る
。
（
民
主
党
政
権
）

こ
れ
は
昭
和
33
年
に
「
法
定
相

続
分
課
税
方
式
」
に
改
正
以
来
の

50
年
ぶ
り
の
大
転
換
で
す
。
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売
上
は
企
業
の
生
命
線
で
す
。

自
社
が
売
っ
て
い
る
の
は
商

品
な
の
か
、
顧
客
の
問
題
・
課

題
解
決
な
の
か
。

顧
客
の
立
場
で
考
え
「
本
当
に

何
が
必
要
と
さ
れ
る

も
の
は
何
か
」

顧
客
の
半
歩
先
を

見
て
「
ほ
し
い
も
の
」

を
創
造
す
る
姿
勢
と
「
感
動
」

を
呼
ぶ
要
素
が
、
顧
客
と
の
関

係
が
よ
り
強
ま
る
も
の
に
な
る
。

顧
客
が
本
当
に
欲
し
て
い
る

も
の
が
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
信
頼

が
深
ま
り
ま
す
。

厳
し
い
時
代
に
、
価
格
勝
負
で

な
く
、
顧
客
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
提
案
が
ど
れ
だ
け
出
来
る
か

試
さ
れ
る
の
で
す
。

す
な
わ
ち
自
分
を
売
る
の
で

す
。

こ
の
多
く
の
部
分
は
人
間
関
係

の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で

決
ま
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
持
つ
コ
ン
テ
ン
ツ

の
量
よ
り
「
質
」
を
、
ど
れ
だ

け
提
供
出
来
る
か
で
す
。

情
報
ネ
ッ
ト
社

会
は
多
く
の
知
識

が
急
速
に
拡
大
進

化
し
て
い
ま
す
。

質
の
向
上
、
猛
勉
強
が
必
要
不

可
欠
な
の
で
す
。

西
川
経
営
の
ブ
ラ
ン
ド
は

「
人
」
で
す
。

「
貧
者
の
銀
行
」

06
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ム
ハ
マ
ド
・

ユ
ヌ
ス
氏
。
貧
困
者
を
対
象

に
少
額
無
担
保
融
資
を
行
う
。

資
本
主
義
の
理
論
は
、
人

間
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
扱
い
利
潤

の
最
大
化
を
使
命
に
し
ま
す
。

人
は
利
己
的
で
あ
る
と
い

う
反
面
、
利
他
的
「
無
私
」

の
側
面
を
も
持
ち
ま
す
。
自

分
の
内
か
ら
わ
き
出
る
知
恵

と
創
造
力
を
人
類
の
た
め
に

使
う
。
自
己
利
益
の
増
大
を

目
指
す
の
で
は
な
く
社
会
全

体
の
利
益
増
大
を
を
目
指
す
。

「
自
然
す
な
わ
ち
真
理
は
常

に
単
純
で
平
凡
で
す
。
」


